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第 99 回全国図書館大会 福岡大会 
 

趣 旨 

第９９回全国図書館大会を平成２５年１１月２１日（木）、２２日（金）の両日、福岡県福岡市にて

開催します。福岡県での開催は、昭和２７年（１９５２年）他県と合同で開催した第３８回大会以来、

実に６１年ぶりとなります。 

 大会テーマは、「あなたの未来をひらく図書館」といたしました。公共図書館においては、貸出中心

の図書館サービスからの脱却が叫ばれて久しくなりますが、いまだに「図書館は無料の貸本屋あるいは

学習室」といったイメージがあるように思います。貸出はもちろん重要ですが、それに加えてレファレ

ンス機能の強化や、学校や行政への支援、さらにはビジネス支援、子育て支援などの地域の課題解決を

図る「知の拠点」となる図書館を目指して、具体的に取り組んでいかなければなりません。 

公共図書館だけでなく、大学・短大・高専図書館、学校図書館、専門図書館等においても、これから

の図書館は、人々が必要な情報を求めて集い、交流し、未来を創造できる施設であるべきではないのか、

そうした思いから、このような大会テーマを設定させていただきました。 

 かつて、アジアの文化がこの福岡の地から全国に広がっていったように、この大会の趣旨が全国に発

信され、広く浸透していくことを願っています。 
 

日 程 

■開催日程：平成 25 年 11 月 21 日（木）～22 日（金） 

 
■大会テーマ：「あなたの未来をひらく図書館」 

■会場と主な内容 

○11 月 21 日（木）（第 1 日目）午後１時３０分～午後４時３０分 

開会式・全体会 アクロス福岡 シンフォニーホール 

・開 会 式 主催者挨拶、来賓祝辞 

・表 彰 式 日本図書館協会建築賞 

・全 体 会 基調報告（日本図書館協会理事長） 

      記念講演：ロバート キャンベル氏（日本文学研究者・東京大学大学院教授） 

・交 流 会 西鉄グランドホテル 午後 6時～午後 8時 

 

○11 月 22 日（金）（第 2 日目）午前９時３０分～午後４時３０分 

分科会（14 分科会） アクロス福岡 電気ビル 都久志会館 天神ビル 

・各分科会の内容は p4～p11 をご参照ください。 
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第 1日目 11 月 21 日（木） 

記念講演――――――――――――――――――――――――――――― 

「過去と未来の自分に出会えるかもしれない、究極の図書館」 

講 師 ロバート キャンベル 氏 

【 出身地 】 ニューヨーク市   

【 国内経歴 】  

九州大学文学部講師（1987年）  

国文学研究資料館助教授（1995年）  

東京大学大学院総合文化研究科助教授（2000年）  

現在、東京大学大学院総合文化研究科教授 （日本文学担当） 

【 主な主著・編著 】  

『ロバート キャンベルの小説家神髄  

－現代作家６人との対話－』（ＮＨＫ出版） 

『Jブンガク』（東京大学出版会）  

『江戸の声――黒木文庫でみる音楽と演劇の世界』[編著] 

(東京大学大学院総合文化研究科教養学部美術博物館)  

『明治漢文小説集』[共著] (岩波書店) 

 

分科会会場のご案内―――――――――――――――――――――――― 
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第１分科会 公共図書館 （会場：アクロス福岡） 

＜地域を活かし、未来を創る図書館＞ 

第１分科会（公共図書館）のテーマは「地域を活かし、未来を創る図書館」です。平成２４年１２月

に「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」が改正され、知識基盤社会を支える地域の情報・交流拠

点としての公共図書館の存在価値はますます高まっています。第１分科会では、まちづくりや住民の交

流、ビジネス支援や多種多様なイベントなどの新しいサービスを展開し、全国的に注目されている図書

館の皆様に事例発表をしていただきます。 

区 分 演題（テーマ） 職・氏名 

基調講演 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ 

図書館政策の動向と 

これからの図書館経営
慶應義塾大学教授 糸賀雅児 

事例発表Ⅰ まちを元気にするわくわく図書館 
長野県小布施町立図書館まちとしょﾃﾗｿ前館長 

NPO 法人ｵﾌﾞｾﾘｽﾞﾑ代表 花井裕一郎 

事例発表Ⅱ 
小山
お や ま

市立図書館の農業支援ｻｰﾋﾞｽ 

～地域に根ざしたﾋﾞｼﾞﾈｽ支援の形～ 

栃木県小山
お や ま

市立中央図書館奉仕係  

大塚由香利 

事例発表Ⅲ 
ｺﾐｭﾆﾃｨｰを育む舞台としての図書館 

～奈良県立図書情報館の事例から 

奈良県立図書情報館 

総務企画ｸﾞﾙｰﾌﾟ調整員 乾聰一郎 

事例発表Ⅳ 公立図書館の市民価値を高める 
佐賀県武雄市教育部 

文化・学習課係長 錦織賢二 

 

第２分科会 大学・短大・高専図書館 （会場：アクロス福岡） 

＜図書館の学修支援を考える＞ 

図書館では学生の主体的な学習を支援するため、情報リテラシー教育、ラーニング・コモンズなどの

学習環境整備、学習サポーターを導入した学生協働の取り組みが見受けられます。中央教育審議会でも

学生が主体的に問題を発見し解を見いだしていく能動的学修（アクティブ・ラーニング）への転換が必

要であるとし、図書館の機能強化を求めています。能動的学修のための環境整備、スタッフと学生との

協働などアクティブ・ラーナー育成のために図書館が果たすべき役割や教育活動への関与のあり方を考

えています。（※ パネルディスカッション終了後、福岡大学図書館への見学会を予定しています。参

加ご希望の方は、分科会申込欄に、２A と記入してお申し込みください。） 

 

区 分 演題（テーマ） 職・氏名 

基調講演 
これからの人材育成における 

大学図書館の役割：学習支援を中心に 

九州大学基幹教育院 

准教授 山田政寛 
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事例発表Ⅰ 
自発的学習効果を生む学習環境づくりとその仕

組み～学生の課題探求能力育成のために（仮）

九州女子大学・九州女子短期大学 

附属図書館係長 矢崎美香 

事例発表Ⅱ 九州大学附属図書館における学習支援（仮） 
九州大学情報システム部専門職員 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ担当 兵藤健志 

事例発表Ⅲ 
高専生にむけた図書館活用法 

―事例紹介と課題―（仮）

近畿大学産業理工学部准教授  

前北九州高専准教授 位田絵美 

 

第３分科会 学校図書館（午後２分散会） （会場：アクロス福岡） 

＜子どもたちの夢をひらく学校図書館＞ 

「子どもの読書活動の推進に関する法律」、「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」など学

校図書館や子どもの読書に対する関心は、高くなっています。学習指導要領にも学校図書館の利活用で、

教育課程の展開を支える資料センターの機能を発揮しつつ、「学習・情報センター機能」と「読書セン

ター機能」を発揮することが求められています。これらをふまえ、福岡県内の小・中・高各校種で先進

的な実践の取組を全国に紹介するとともに全国のより優れた実践に学ぶことで、子どもの夢をひらきた

いと考えています。 

区 分 演題（テーマ） 職・氏名 

基調講演Ⅰ 福岡県 SLA６０年の歩み 
福岡県ＳＬＡ顧問 加留部謹一 

福岡市立月隈小学校主幹教諭 西川秋生 

基調講演Ⅱ これからの学校図書館に期待するもの（仮） 全国 SLA 理事長 森田盛行 

第１分散会 

区 分 演題（テーマ） 職・氏名 

小 学 校 

読書センター機能 

福岡県新宮町立新宮小学校司書 横山柳子 

中 学 校 
元福岡県朝倉市立杷木中学校司書 

（福岡県朝倉市立志波小学校） 田子森篤子 

高等学校 
福岡県福岡市立博多工業高等学校司書 中野真由美 

同       教諭 村山さえ子 

指導助言 福岡県ＳＬＡ参与 有川公一 

 

第２分散会 

区 分 演題（テーマ） 職・氏名 

小 学 校 学習・情報センター機能 福岡県福岡市立東光小学校教諭 佐伯まゆみ 
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中 学 校 

学習・情報センター機能 

福岡県宇美町立宇美南中学校教諭 中村麻耶 

高等学校 
福岡県公立古賀竟成館高等学校教諭 國﨑美保子 

同      司書 青柳有美 

指導助言 福岡県教育庁高校教育課指導班指導主事 深瀬信也 

 

第４分科会 児童・青少年サービス （会場：アクロス福岡） 

＜子どもと共に歩む図書館～０歳から小・中・高へと利用をつなげるために～＞ 

第４分科会（児童・青少年サービス）のテーマは「子どもと共に歩む図書館」です。子どもの読書や

調べ学習については、乳幼児から小学校、中学校、高校まで、図書館の利用をつなげることが課題です。

第４分科会では、図書館員が基本的な児童・青少年サービスのスキルを向上させることに加え、学校や

類縁機関との連携を深め、より広がりのあるサービスを展開している図書館の皆様に事例発表をしてい

ただきます。 

区 分 演題（テーマ） 職・氏名 

基調講演 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ 

児童サービスの昨日・今日・明日～その

歩みから考える 
慶應義塾大学非常勤講師 汐﨑順子 

事例発表Ⅰ 
つながる図書館、つなげる支援～公共図

書館と学校図書館の連携を中心に～ 

福岡県宗像市教育委員会図書課 

図書館係長 織戸由美子 

事例発表Ⅱ 
有田川町における児童サービスと絵本に

よる町づくり 

和歌山県有田川町教育委員会教育部部長

兼有田川町立金屋図書館長 三角治 

事例発表Ⅲ 
他施設及びボランティアとの連携による

児童サービス 

広島県はつかいち市民図書館 

主任 菅原律子 

事例発表Ⅳ 
子どもたちの笑顔のために～震災後の取

り組みとこれから～ 
宮城県名取市図書館長  柴崎悦子 

 

第５分科会 専門図書館 （会場：電気ビル） 

＜「挑戦する！専門図書館～新しいライブラリーのカ・タ・チ」＞ 

この分科会では、専門図書館にこだわらず、図書館の新たな可能性を探ります。地元九州からは、開

館１年で 100 万人が訪れたくまもと森都心プラザ図書館の田中館長、2012 年に誕生した会員制ライブラ

リー「BIZCOLI（読み方：ビズコリ）」の八尋館長を招きます。ブックディレクターとして活躍する幅

允孝氏（東京）にも登壇いただき、人と本がつながる空間づくりについて講演いただきます。さらに、

もう一人講師を検討中です。BIZCOLI の見学会も予定しておりますので、ぜひご参加ください！ 

＊会場は電気ビル「共創館」３階（中央区渡辺通 2‐1‐82）となっておりますので、ご注意ください。 
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区 分 演題（テーマ） 職・氏名 

講演 

くまもと森都心プラザ図書館の挑戦 
くまもと森都心プラザ図書館館長 

（元千代田図書館館長）田中榮博 

人がつながる、アイデアが生まれる会員制

ライブラリー「BIZCOLI」の挑戦 
九州経済調査協会 BIZCOLI 館長 八尋和郎 

これからの専門図書館～本と人が結びつ

く図書館 
ＢＡＣＨ(バッハ)代表 幅允孝 

図書館の"これまで"と"これから" ｱｶﾃﾞﾐｰﾋﾙｽﾞ六本木ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 小林麻実 

 

第６分科会 障害者サービス （会場：アクロス福岡） 

＜障害者サービスの発展に向けて～デジタル情報の活用＆発展の核としての県立図書館の役割～＞ 

本分科会では、まず障害者サービスのこれからの発展を考える上で不可欠なデジタル情報の活用とし

て、活用の基本となるアクセシビリティのあり方を石川准氏に講演していただくとともに、国立国会図

書館が開始するデイジーデータ配信事業の詳細を紹介します。次に、障害者サービスの発展に重要な役

割を果たす県立図書館の一例として、岡山県、鳥取県、福岡県などから現在の取り組みを報告いただき、

障害者サービスの発展に向けて、館種を越えた連携の核としての県立図書館の役割を考えていきます。 

区 分 演題（テーマ） 職・氏名 

講演 
書籍のアクセシビリティを推進するためにいま

なにが必要なのか 

静岡県立大学国際関係学部 

国際関係学科教授 石川准 

発表Ⅰ 国立国会図書館からのデイジーデータ送信事業
国立国会図書館関西館図書館協力課 

障害者図書館協力係長 大友恒文 

発表Ⅱ＆ 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ 

都道府県立図書館の役割と障害者職員が関わる

意義 

大阪府立中央図書館読書支援課・ 

障がい者支援室 司書 杉田正幸 

発表Ⅲ 岡山県立図書館の障害者サービス 
岡山県立図書館サビース第一課 

主任 宝口久仁子 

発表Ⅳ 
鳥取県立図書館のは～とふるサービス 

～支える・つながる・広がる～ 

鳥取県立図書館情報相談課 

図書担当 係長 藤井美華子 

発表Ⅴ 
福岡県における障がい者サービスと「福岡県点

字および録音図書連絡協議会」の活動について

福岡県立図書館 

参考調査課 上田奈美子 
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第７分科会 図書館の自由 （会場：アクロス福岡） 

＜みんなでつくるネットワーク時代の図書館の自由＞ 

情報通信技術が急激に発達する今日、「ビッグデータ」を活用するなどの動きは図書館の世界とも無

縁ではありません。貸出や検索の履歴、SDI サービスなどの個人のプライバシー、内心の秘密に関連す

る多くのデータを取り扱っています。本分科会では、情報ネットワーク法学の第一人者である岡村久道

弁護士に基調講演をいただき、法律の観点からの理解を深めます。さらに、学校図書館での貸出履歴に

ついての報告と、自由委員会を中心として開催した連続セミナーの概要を報告し、適切なガイドライン

の策定に向けて論点整理をおこないます。 

 

○基調報告「図書館の自由・この 1年」 報告者：JLA 図書館の自由委員会委員長 西河内靖泰 

○報告「連続セミナー「みんなでつくる・ネットワーク時代の図書館の自由」概要報告   

報告者：前川敦子（日本図書館協会図書館の自由委員会） 

○事例報告『学校図書館における貸出履歴の取り扱いをめぐる論点整理― 

「読書指導」という名のレコメンドをどう捉えるか？』 報告者：山口真也（沖縄国際大学） 

○基調講演「図書館に関係する最近の法律問題」  

講師：岡村久道（弁護士・国立情報学研究所客員教授） 

 

第８分科会 著作権 （会場：アクロス福岡） 

＜国立国会図書館のデジタル化資料の図書館等への限定送信について＞ 

2013 年１月から施行された改正著作権法により、国立国会図書館がデジタル化した資料のうち、絶版

等資料を図書館に送信することが可能となりました。あわせて、送信を受けた図書館では複写の提供も

可能となりました。近代デジタルライブラリーで公開されている以外の資料についても、身近な図書館

において閲覧等が可能となる改正です。昨年の大会では法改正の趣旨や課題の報告がありました。今回

はその後の状況として，２０１４年１月から開始するサービスの概要，申請方法と利用の流れ，システ

ム要件等について，サービスを担当される方から報告いただきます。 

 

国立国会図書館のデジタル化資料の図書館等への限定送信について 

(1) 経緯と概要 

国立国会図書館利用者サービス部主任司書 関根美穂 

(2) 使い方、利用上の注意 

国立国会図書館関西館文献提供課複写貸出係長 上田貴雪 



- 9 - 
 

第９分科会 出版流通 （会場：アクロス福岡） 

＜電子書籍の導入を考える＞ 

大学図書館では、慶應義塾大学が独自に学術書の電子書籍化に取り組んで成果を上げています。しか

し、公立図書館は電子書籍の導入が広まっていません。既に図書館で電子書籍を導入した事例を報告す

ることで、新たに導入する際の参考にしたいと考えます。また、電子書籍を図書館に導入する際の基本

となるものを提起し、出版界と共通理解が得られる基盤が何かを、広く参加者とともに検討します。ま

た、出版界の電子書籍への取組みの例を報告して頂きます。 

１ 電子書籍の図書館への導入について：問題提起  

   吉野友博（荒川区教育委員会事務局南千住図書館管理係図書館計画担当） 

２ 電子書籍を導入した事例 

   公立図書館の事例 山崎博樹（秋田県立図書館副館長） 

   大学図書館の事例 入江伸（慶應義塾大学メディアセンター本部電子情報環境担当） 

３ 出版界の電子化への取組みの事例 

   学術・専門書出版社の立場から  黒田拓也（東京大学出版会専務理事） 

   一般書出版社の立場から     渡辺英明（筑摩書房編集局編集情報室部長） 

 

第 10 分科会 資料保存 （会場：アクロス福岡） 

＜‟カビ・ムシ・ヒト”から資料を守る ―IPM(総合的有害生物管理)を図書館に＞ 

資料に長期的な影響を与える「環境」は、資料保存対策の中で最も基本的な要素です。不適切な環境

で個別の手当てを行っても充分な効果が得られません。そこで、カビや虫等から資料を守るため、IPM

（※＝様々な方法を組み合わせて有害生物を被害のない程度に抑える文化財保存の考え方）が役立ちま

す。この手法は、図書館にはあまり普及していませんが、今回紹介する IPM の考え方や取組事例が、図

書館での対策のきっかけになればと思います。また、災害対策に関する事例報告も行います。（※

Integrated Pest Management） 

 基調報告「博物館・美術館・図書館等における IPM について」 

  公益財団法人 文化財虫菌害研究所 三浦定俊 

 事例報告１ 博物館 九州国立博物館 本田光子 

 事例報告２ 文書館 福岡県柳川古文書館 江島香 

 事例報告３ 図書館 九州大学附属図書館 羽賀真記子 

 解説「虫害防除対策の実践」 （株）イカリ消毒 田近五郎 

 特別報告「東京都立図書館 資料救済マニュアル」東京都立中央図書館 眞野節雄 
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第 11 分科会 中小レポート 50 周年 （会場：天神ビル） 

＜中小レポートが果たした役割と現代的意義＞ 

『中小都市における公共図書館の運営』（中小レポート）が、出されて 50 年がたちました。この報告

書を知らない図書館員も増えてきています。この報告書はそれまでの低迷していた図書館を変えるもの

でした。 

報告書は、どのように作られ、どのような内容で、どのような変化を生み出したか。また、現代に活

かしていくものは何かを参加者の方々と考えていきます。講師に山口源治郎氏（東京学芸大学教授）を

おむかえして分科会を運営します。 

区 分 演題（テーマ） 職・氏名 

基調報告 
『中小都市における公共図書館の運営』が果た

した役割と現代的意義 
東京学芸大学教授 山口源治郎 

報告Ⅰ 中小レポートと図書館振興策 滋賀県立図書館長 國松完二 

報告Ⅱ 図書館ネットワークと県立図書館の役割 栃木県立図書館 鈴木章生 

 

第 12 分科会 職員問題  （会場：天神ビル） 

＜非正規雇用職員の現在＞ 

全国の公共図書館における非正規雇用職員の割合は 68％に及び（日本の図書館 2012 による）、学校、

大学、専門などの図書館においても著しく非正規雇用職員が増加しています。図書館の業務の主たる部

分まで非正規雇用職員が担う基幹化の状況も見られるようになってきました。そのような中で個々の非

正規雇用職員は実際にどのような働き方をし、どのような意識をもっているのでしょうか。様々の館種

の非正規雇用職員に現状を報告してもらいその問題点と、今後のあり方を探ってみたいと考えます。 

区 分 演題（テーマ） 職・氏名 

基調報告 各種調査に見る図書館非正規職員の状況 
日本図書館協会図書館政策企画委員会 

小形亮 

報告Ⅰ 東京都中央区立月島図書館 村上さつき 

報告Ⅱ 長崎県平戸市図書館長 津田恵子 

報告Ⅲ 鹿児島県指宿図書館・NPO 本と人をつなぐそらまめの会 下吹越かおる 

報告Ⅳ 株式会社クレオテック(立命館アジア太平洋大学 APU ライブラリー) 藤谷篤 
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第 13 分科会 図書館学教育 （会場：都久志会館） 

＜法改正と図書館情報学教育：テキストのこれから＞ 

2008 年の図書館法改正により、司書課程設置大学等において 2012 年度から新カリキュラムが本格的

に始動しました。法改正はいったい、図書館情報学教育や司書課程の教科内容に、どのような具体的変

化をもたらしたのでしょうか。本分科会では、この分野のテキストの企画・編集・執筆が、司書課程や

図書館情報学教育の今後のあり方を考える上で重要な意義を有するとの視点に立ち、関連出版各社から

刊行されるテキストシリーズにおいて、監修的立場にある先生方３名にご登壇いただき、法改正の具体

的影響とこれからを検討します。 

区 分 演題（テーマ） 職・氏名 

報告Ⅰ 樹村房テキスト監修の立場から 
国立公文書館フェロー・慶應義塾大学

名誉教授 高山正也 

報告Ⅱ 学文社テキスト監修の立場から 明星大学教授 二村健 

報告Ⅲ 東京大学出版会テキスト編集の立場から 東京大学教授 根本彰 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ 日本女子大学准教授 大谷康晴 

 

第 14 分科会 多文化サービス （会場：都久志会館） 

＜多文化サービスが拓く未来＞ 

「IFLA/UNESCO 多文化図書館宣言」は、文化・言語的多様性を、人類共通の財産として尊重し、情報・

知識を提供するサービスなどを通じて、その維持、促進に努めるとともに、異文化間の対話を活発にし、

相互理解のある市民性を育むことを、全ての図書館に対して求めています。日本で多文化サービスが意

識されるようになって 20 年以上が過ぎました。これまでの歴史をふりかえって基本的考え方を押え、

多文化サービスを実現するにはどうするか、事例報告などの中から、これからの展望を見出したいと思

っています。 

区 分 演題（テーマ） 職・氏名 

基調報告 多文化サービス委員会活動のこの１年 
多文化サービス委員会  

委員長 平田泰子 

基調講演 図書館の多文化サービスのあゆみ 椙山女学園大学名誉教授 深井耀子 

報告Ⅰ 
福岡市総合図書館の国際資料部門のサービスに

ついて 
福岡市総合図書館 冨永文子 

報告Ⅱ 御幸町図書館の多文化サービスについて 静岡市立御幸町図書館長 佐野和宏 

報告Ⅲ 北九州国際交流協会の多文化共生事業について 北九州国際交流協会 矢野花織  
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